
広大な丹沢山地を源に、相模平野を流れる相模川は、

流域の林産資源や農作物を各地に運び出し、生活物

資や肥料などを運び込む相模国の大動脈でした。

馬入村は相模川と東海道が交差する交通の要衝で

須賀は相模湾岸最大規模の港として栄え、江戸後期

の須賀村戸数・人口は、今の平塚市域で最多でした。

須賀港から馬入へ、繁栄の日々をしのんで歩きます。

ガイドと巡る平塚の文化資源

【日 時】 令和8年４月2６日（日） 午前9時30分～午後0時30分 （雨天決行・荒天中止）

【集 合】 午前9時30分 「須賀港」バス停

【コース】 コース名 「須賀港から馬入へ」

札の辻跡～海宝寺～長楽寺～乗蓮寺～相模川堤防～馬入川会所跡～蓮光寺

～明治天皇馬入御小休所跡～陸軍(馬入橋)架橋記念碑～真福寺～「馬入橋」バス停(解散) 

【参加費（保険料等）】 300円（中学生以下無料・当日納入・釣銭がないようにお願いします。）

【持ち物】 体調維持や水分補給のための飲物等をご用意ください。

【募集人数・申込み】 定員１５人（先着順）

はがき、ファクス又はＥメールに、コース名・参加人数（３人以内）・代表者及び同伴者全員の住所・氏名
（ふりがな）・電話番号を記入し下記までお申し込みください。電話での申込みはお受けしていません。

 はがきの場合： 〒254-8686 平塚市役所 社会教育課 （この郵便番号・宛先で届きます）

 Ｅメールの場合： k-shakai@city.hiratsuka.kanagawa.jp

※ 事前申込みのない方の参加はお断りします。

 ファクスの場合： （0463）34－5522
※ ご提供いただいた個人情報は、ひらつか文化財ガイドボランティア協会からの連絡・当日の受付に使用します。

【募集期間】 ４月４日（土）から４月１６日（木）まで （締切日消印有効）

なお、募集定員に達したときは募集を終了します。

※ 自転車、オートバイ等によるツアー参加はお断りいたします。

※ 問合せ先は、社会教育課文化財保護担当 電話 （0463）35-8124

東海道五拾三次 平塚 馬入川渡舟
（天保（1830～44年）末期 初代歌川広重））

〔参考〕平塚駅南口２０番のりば「須賀港」行き（8：55又は9：15発）乗車、
終点下車（乗車時間８分間）
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